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株主のみなさまへ

経営成績
当期は、第1四半期までに在庫水準の適正化を完了させる

とともに、コスト改善活動を加速させ、1,000億円を超える

固定費の削減を行うなど、スリムで筋肉質な経営体質への転

換に向けた取り組みを強化しました。この結果、円高環境下

で国内工場稼働率80%でも利益を確保できるコスト構造へ

転換することができました。

当期のグローバル販売台数は119万3千台（前期比5%減）、

売上高は2兆1,639億円（前期比15%減）となりました。営

業利益は前期比378億円増の95億円となりました。これは、

販売台数の減少および円高影響を上回るコスト改善を達成

したことが主因です。当期純損益は関係会社事業損失引当

金などの計上に伴う特別損失の発生などにより、65億円の

損失となりましたが、第2四半期以降、全ての利益レベルで黒

字を達成し、さらに黒字幅も拡大するなど、業績は着実に回

復しております。またフリー・キャッシュ・フローは、国内工

場の稼働率回復に伴う運転資金の改善などにより、第２四半

期以降黒字を継続し、通期で674億円の黒字となりました。

なお、配当につきましては、当社は安定的な配当の実現を旨

とし、各期の業績ならびに経営環境などを勘案して決定するこ

とを方針としております。当期の期末配当金につきましては、

１株当たり3円とさせていただきました。株主の皆様には、何

卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。ここにマツダグ
ループの第144期（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）の業績なら
びに次期業績見通しについてご報告申し上げます。
　米国の金融危機に端を発した景気後退は、世界各国での景気対策の効果などもあ
り最悪期を脱しつつあります。しかし自動車需要は、堅調な中国などの新興市場を
除き、緩やかな回復基調にあるものの、その勢いは弱く、為替も円高基調で推移する
など、依然として厳しい状況が続いています。こうした中、マツダでは収益改善施
策を着実に実行し、スリムで筋肉質な経営体質へ転換するための取り組みを強化し
ました。その結果、第2四半期以降、全ての利益レベルでの黒字化を達成し、さらに
黒字幅も拡大するなど業績は着実に回復しています。
　自動車需要の本格的な回復には今しばらく時間を要すると思われ、先行き不透明
な経済環境下ではありますが、この度、マツダでは10年先を見据えた長期戦略を
ベースに、これまでの主要施策を進化、発展させた「中長期施策の枠組み」を策定し
ました。今後は、反転攻勢に向けて、ブランド価値をさらに高めていくとともに、「モ
ノ造り革新」活動を加速させ、より強固なコスト構造の実現を目指してまいります。

「モノ造り革新」の推進とブランド価値の
さらなる向上により、反転攻勢へ

代表取締役会長
社長兼CEO

（最高経営責任者）

山内　孝

PART   
当期の概況について 第2四半期以降、全ての利益レベルで黒字を達成



ビルディングブロック戦略による環境技術の進化

軽量化 次世代プラットフォーム

「 」:2009年

「減速エネルギー回生ブレーキ技術」
「モーター駆動技術（HEV）」:～2013年

ベース技術

次世代直噴ガソリンエンジン
Mazda SKY-G*

2011年  日本・米国
2012年  欧州・中国

次世代オートマチックトランスミッション
Mazda SKY-Drive*

2011年  日本・米国
2012年  欧州・中国

次世代クリーンディーゼルエンジン
Mazda SKY-D*

2012年  日本・米国・欧州

* 2011年以降導入予定のエンジン、トランスミッションのコンセプト
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新商品
昨年春、「Mazda3（日本名：マツダ アクセラ）」をフルモデル

チェンジし、グローバル市場へ導入しました。この新型

「Mazda3」は、優れた走行性能と先進の環境・安全性能を実現し

ており、主要市場で高く評価されています。さらに新型

「Mazda3」は、大幅に燃費を向上させる独自のアイドリングス

トップシステム「i-stop（アイ・ストップ）」を初めて採用しまし

た。この「i-stop」は、国内において「2010年次RJCテクノロ

ジーオブザイヤー」をはじめ、数々の賞を受賞しています。今

年3月のジュネーブモーターショーで世界初公開した新型ミ

ニバン「Mazda5（日本名：マツダ プレマシー）」にも「i-stop」搭

載グレードを設定し、日本では7月1日に発売する予定です。

研究開発
昨年秋に開催された東京モーターショーにて、次世代パ

ワートレイン開発コンセプト「マツダ スカイ コンセプト」*

を世界初公開しました。さらに、同コンセプトに基づく技術

を盛り込み、超低燃費を目指す次世代コンパクトカーコンセ

プト「マツダ 清（きよら）」も公開いたしました。また、水素自

動車への取り組みも進展しており、ハイブリッドシステムの

採用によって性能を大幅に高めた「プレマシー ハイドロジェ

ンRE ハイブリッド」を、地方自治体やエネルギー関連企業に

5台納入しました。水素ハイブリッド自動車のリース販売は

完成車メーカーとしては世界初となります。昨年6月には、

ハイブリッドを含む電気駆動システムの開発強化を目的に

「電気駆動システム開発室」を新設しました。さらに、今年3

月にはトヨタ自動車株式会社とハイブリッドシステムの技術

ライセンス供与に合意しました。ハイブリッドシステムとマ

ツダ スカイ コンセプト*に基づく次世代エンジンを組み合わ

せたハイブリッド車を開発・生産し、2013年までに日本から

の販売開始を目指します。

このように、内燃機関などクルマの基本性能を徹底的に改善

した上で、アイドリングストップ、減速エネルギー回生、ハイ

ブリッドシステム、と段階的に電気デバイスを組み合わせて

いくビルディングブロック戦略に基づく環境技術開発は、着

実に前進しています。

営業利益
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全ての利益レベルで黒字達成

円高環境下で稼働率80％でも利益を確保できるコスト構造へ転換

（億円）

国内工場稼働率
（%）

2009年3月期 2010年3月期

* 2011年以降導入予定のエンジン、トランスミッションのコンセプト
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次期においては、販売強化に努めるとともに、引き続き「モノ

造り革新」活動を加速し、コスト構造をさらに改善してまいりま

す。グローバル販売台数は、前期比6%増の127万台となる見

通しです。通期の連結業績については、売上高は2兆2,700億

円（前期比5%増）、営業利益は300億円、当期純利益は50億円

と、増収増益、かつ全ての利益レベルで黒字の見通しです。 

フリー・キャッシュ・フローも引き続き黒字を目指してまいり

ます。商品面では、新型「Mazda5」のグローバル導入に加え、

「Mazda2（日本名：マツダ デミオ）」を北米市場へ、「Mazda8

（日本名：マツダ MPV）」を中国市場へ導入いたします。また次

世代商品と環境技術への開発投資を強化する一方、反転攻勢に

向けて、より強固なコスト構造を目指してまいります。

2PART   
次期業績の見通しについて 販売強化とコスト構造のさらなる改善

マーケティング・販売
昨年12月、「Mazda3」が米国ALG社*の「最高残存価値賞

（ミッド・コンパクトカー部門）」を受賞するなど、主要市場で

のマツダ車の残存価値は確実に向上しています。

販売体制については、昨年4月、中国のディストリビュー

ターである「一汽マツダ汽車販売有限公司」への出資比率を

従来の25%から40%に引き上げました。中国での販売店

舗数は264店と、前期末から43店増加し、販売網強化も順調

に進捗しています。また、国内では、東海地区、北海道地区の

販売会社を統合するなど、各地域での販売網を強化すること

で、ブランド価値のさらなる向上を目指します。

* �オートモーティブ・リース・ガイド社

当社は2007年3月に、10年先を見据えた長期戦略に基づ

く中期計画「マツダ アドバンスメント プラン（MAP）」を発表

いたしました。その後、急激な経営環境の悪化や、市場・競争

環境の変化に対応するため、この長期戦略を踏まえつつ、新た

な施策の検討を進めてまいりました。先行き不透明な経済環

境下ですが、この度、MAPにて継続して取り組んでいる 1.ブ

ランド価値、 2.モノ造り革新、 3.環境・安全技術、 4.新興

市場、 5.フォードシナジー の各主要施策をさらに進化、発展

させた「中長期施策の枠組み」を策定いたしました。またこ

れらの施策が進捗し、次世代商品群がすべて出揃う2016年

3月期の中長期見通しとして、グローバル販売台数170万台、

連結営業利益1,700億円、ROS（連結売上高営業利益率）

5%以上を目指してまいります。

今年1月、当社は創立90周年を迎えることができました。

これも株主の皆様をはじめ、多くの方々のご支援、ご協力 

のお陰と心より御礼申し上げます。そして、この90周年を

次の100周年に向けて力強く前進していく｢スタートの年｣

と位置づけ、より堅固な礎を築いていく所存です。

株主の皆様におかれましては、何卒より一層のご支援・ご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成22年6月

3PART   
将来に向けて ｢中長期施策の枠組み｣を策定



�

連結業績ハイライト

グローバル販売台数は前期比68千台（5％）
減の1,193千台となりました。上期まで
は前年同期比減少が続いていましたが、下
期からは、グロー バルに導入した新型
Mazda3/アクセラの効果もあり、増加に転
じています。

売上高は前期比3,720億円（15％）減の2
兆1,639億円となりました。販売台数の
減少および主要通貨の円高による影響な
どが主な要因です。

営業利益は前期比378億円増の95億円
となりました。販売台数の減少および円
高影響を上回るコスト改善を実施し、通期
黒字化を達成することができました。

当期純損益は65億円の損失となりまし
た。関係会社事業損失引当金と環境対策
引当金の計上に伴う特別損失の発生など
が主な要因です。

純資産は前期末比951億円（23％）増の
5,098億円となりました。新株式発行に
より資本金および資本剰余金が増加したこ
とが主な要因です。なお、自己資本比率は
前期末比3.2ポイント増の26.1％となり
ました。
* �2007年3月期以降の表示に合わせて、少数株主持

分を、純資産に含めて組み替えています。

有利子負債から現金および現金同等物の期
末残高を除いた純有利子負債は、3,758億
円となり、純有利子負債自己資本比率は、
74％となりました。

(3月期)

△
△

(見通し)

(3月期)
(見通し)

(3月期)

純資産 自己資本比率

(3月期)
(見通し)

(3月期)

純有利子負債 純有利子負債自己資本比率

(3月期)

△

(見通し)

当期純利益（△損失）
( 億円 )

グローバル販売台数
( 千台 )

純資産／自己資本比率
( 億円／%)

売上高
( 億円 )

純有利子負債 / 純有利子負債自己資本比率
( 億円／%)

営業利益（△損失）
( 億円 )

2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期見通し

売上高 （億円） 25,359 21,639 22,700
営業利益 （△損失）（億円） △284 95 300
経常利益 （△損失）（億円） △187 46 290
当期純利益 （△損失）（億円） △715 △65 50

連結業績の推移

* 業績見通しには、リスクや不確定要素が含まれており、実際の業績とは大きく異なる結果となる場合があります。
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市場別ハイライト

■ �新型マツダ アクセラの市場導入により、販売台数は前期に対し1％増加の22万
1000台

■ �第4四半期の販売台数は、マツダ デミオ、新型マツダ アクセラ、マツダ プレマシー
が好調に推移し、前年同期に対し30%増加

■ �マツダ アクセラ、マツダ ビアンテの「i-stop」搭載率はともに当初計画を大幅に上回る

■ �ブランド認知度は着実に向上

日 本 市 場

■ �販売台数は前期に対し12％減少の30万7000台

■ �フリート販売（主に法人向け販売）を除く米国の販売は、過去10年で最高のシェアを
獲得

■ �販売奨励金の抑制、フリート販売の低減などでブランド価値は引き続き向上

■ �Mazda3（日本名:マツダ アクセラ）は米国ALG社*の最高残存価値賞（ミッド・コンパクト
カー部門）を受賞。マツダブランド全体も3位にランクアップ（前年6位）。

北 米 市 場

■ �主にロシアでの販売が減少したことにより、前期に対し26％減少の23万9000台

■ �英国の販売台数は過去2番目に高い水準に。Mazda2（日本名:マツダ デミオ）は、同
じ車格（Bセグメント）の中で、残存価値トップレベルを維持

■ �ロシアの在庫は適正レベルに圧縮欧 州 市 場

■ �販売台数はMazda2、Mazda3に加えMazda6（日本名:マツダ アテンザ）などの牽引
により前期に対し46%増加の19万6000台。過去最高台数を更新

■ �Mazda6が日本車の中でブランド力トップと評価*されるなど、ブランド価値が向上

■ �販売網の強化も順調に進捗し、店舗数は264店と前期末に対し43店増加

* �調査元：（株）日本ブランド戦略研究所／サーチナ総合研究所

中 国 市 場

■ �販売台数は通期では前期に対し4%減少となったものの、第4四半期には前年同期
に対し28%の増加

■ �オーストラリアでは前期に対し3%増加し、過去最高の販売台数を達成

■ �ニュージーランドでは過去10年で最高のシェアを獲得

■ �イスラエルでは、新型Mazda3を中心に販売好調を維持し、3年連続で通期トップシェア
その他市場

(3月期) (見通し)

(3月期) (見通し)

(3月期) (見通し)

(3月期) (見通し)

(3月期) (見通し)

販売台数 （千台） 当期の概要

* �オートモーティブ・リース・ガイド社
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トピックス

Topics
 
	 独自のアイドリングストップシステム「i-stop」が高評価

　2009年11月、マツダの「i-stop」は「2010年次RJCテクノロジーオブザイヤー」*を受賞しま

した。マツダによる同賞の受賞は3回目となります。また、「i-stop」を搭載した「マツダ アクセラ」

および「マツダ ビアンテ」が、第6回エコプロダクツ大賞において、大賞の「エコプロダクツ部門

国土交通大臣賞」を受賞しました。ドライバーに違和感のないスムーズなアイドリングストップ

機構を開発し、エコドライブを機能面から推進していく先駆的な車両とした点を評価されての受

賞となります。さらに2009年12月には、日本の燃焼研究で最も権威のある日本燃焼学会より

平成21年度日本燃焼学会「技術賞」を受賞し、環境性能に優れる直噴エンジンの価値をさらに高

めたことが高く評価されました。

* �2008年11月1日から2009年10月31日までに発売された商品を対象に、日本自動車研究者・ジャーナリスト会議（RJC）
によって選考

新型「マツダ プレマシー」 

「i-stop」を搭載した「マツダ アクセラ」(写真上)と
「マツダ ビアンテ」(写真下)02Topics 	 「i-stop」を搭載した新型「マツダ プレマシー」を国内で発売

　2010年7月1日より国内で、新型「マツダ プレマシー（海外名:Mazda5）」を発売する予定

です。3代目となる同車は、マツダがこれまでコンセプトカーで表現し、近年の量産車の一部

に取り入れてきた「NAGARE（流れ）」造形を初めて本格的に採用しています。さらに、環境負

荷を低減させるため、素早いエンジン再始動と違和感の少ない操作性を特長とするマツダ独自

のアイドリングストップ機構「i-stop」を「20S」「20E」の2WD車に新たに設定しました。また、

同車の欧州仕様市販予定車は、今年3月に開催されたジュネーブモーターショーで世界初公開

され、スポーティでエレガントなデザインが好評を博しました。

03Topics 	 ビルディングブロック戦略に基づく環境技術開発は着実に前進
　マツダでは、2015年にグローバルで販売するマツダ車の平均燃費を2008年比で30％改善

することを目指して取り組んでいます。この目標に向けて、「マツダ スカイ コンセプト」*に基

づく次世代パワートレインの導入時期を決定しました。次世代直噴ガソリンエンジン「マツダ 

SKY-G」*と次世代オートマチックトランスミッション「マツダ SKY-Drive」*は、それぞれ2011

年に日本と米国で、2012年に欧州と中国に導入します。次世代クリーンディーゼルエンジン「マ

ツダ SKY-D」*は2012年に日本と米国、欧州で導入する計画です。加えて、2010年3月には

トヨタ自動車（株）とハイブリッドシステムの技術ライセンス供与に合意しました。ハイブリッ

ドシステムと次世代エンジンを組み合わせたハイブリッド車を開発・生産し、2013年までに日

本からの販売開始を目指します。このように、内燃機関などクルマの基本性能を徹底的に改善し

た上で、段階的に電気デバイスを組み合わせていくビルディングブロック戦略に基づく環境技術

開発は、着実に前進しています（P.2もあわせてご覧ください）。

「マツダ SKY-G」*

「マツダ SKY-D」*

「マツダ SKY-Drive」*

* �2011年以降導入予定のエンジン、トランスミッションのコンセプト
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創立90周年を迎えて 〜マツダの原点と挑戦〜

2010年1月、当社は創立90周年を迎えることができました。これも、株主の皆様をはじめとする多くの方々

のご支援、ご協力のお陰と心より感謝申し上げます。

　90年の間、マツダはさまざまな変化や幾多の困難な課題に直面しながらも、懸命な努力や創意と工夫で

果敢に挑戦し、これらを克服してまいりました。このコーナーでは、ごく一部ではありますが、マツダの90

年の歴史と、これまで多くのお客様に愛されてきたマツダ車をご紹介します。

1960年5月
初の乗用車「R360クーペ」発売

1964年4月
初代「ファミリア」発売

1975年10月
初代「コスモ」発売

1980年6月
5代目「ファミリア」発売

1962年2月
初代「キャロル」発売

1920年1月
「東洋コルク工業株式会社」と 
して創立

1927年9月
「東洋工業株式会社」に改称

1930年9月
広島県安芸郡府中町に新工場建設

1931年10月
3輪トラック（マツダ号「DA型」）の生産開始

1920 1940 1950 1960 1970 1980

1967年5月
初のロータリーエンジン搭載車

「コスモスポーツ」発売

1978年3月
初代「サバンナRX-7」発売

1982年9月
4代目「カペラ」発売

1930

1931年10月
3輪トラック（マツダ号「DA型」）
の生産開始

1963年3月
自動車生産累計100万台達成

1965年5月
三次自動車試験場完成

1966年11月
宇品乗用車専用工場完成

1967年3月
欧州向け本格輸出開始

1967年5月
世界初の2ローター、 
ロータリーエンジン車発売

1970年4月
対米輸出開始
1979年6月
自動車生産累計1,000万台達成
1979年11月
フォード社と資本提携
1982年9月
防府工場（西浦地区）本格稼働開始
1984年5月

「マツダ株式会社」へ社名変更
1985年1月
米国生産会社MMUC設立
1988年10月
ヨーロッパ販売会社（MME）設立

1920- 1950- 1970-

1966年5月
ワンボックスカー「ボンゴ」発売

東洋コルク工業の 
登録商標

カタカナ書体の 
商標

“mazda”タイプの商標
（現在のコーポレートマーク）

｢m｣をモチーフにした
シンボル

三本線タイプの 
商標
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1995 2000 2010

1996年8月
自由型ワゴン「デミオ」発売

2003年4月
「RX-8」発売

2005年2月
新型ミニバン「プレマシー」 
発売

1990年1月
初代「MPV」発売

2002年5月
新世代商品の第一弾「アテンザ」
発売

2003年10月
新世代スポーツコンパクト 

「アクセラ」発売

2007年7月
3代目「デミオ」発売

1989年9月
「ユーノスロードスター」発売

1990 2005

2006年12月
新型クロスオーバーSUV 

「CX-7」発売

2008年7月
新型ミニバン「ビアンテ」発売

1990年5月
マツダ欧州R&D事務所（MRE）完成
1991年6月
マツダ787B、ル・マン24時間レースで日本車として史上初の総合優勝
1992年6月
AAI（オートアライアンスインターナショナル）設立

（MMUCを社名変更し、フォード社と共同経営化）
1996年5月
フォード社の持ち株比率を25%から33.4%に引き上げ
1997年6月
新しいブランドシンボルを制定
1997年10月
北米事業を統合—MNAO（マツダノースアメリカンオペレーションズ）
スタート
1998年5月
AAT（オートアライアンス・タイランド）で生産開始

2000年7月
ロードスターが2人乗り小型オープンスポーツカーとして生産
台数世界一のギネス認定

2002年4月
新ブランドメッセージ“Zoom-Zoom”を日本で本格展開

2002年7月
環境にやさしい「スリー・ウェット・オン塗装技術」を開発

2005年1月
中国に統括会社設立

2005年8月
中国技術支援センター開設

2005年9月
マツダ/フォード/長安汽車集団、合弁で南京にエンジン会社設立

2006年2月
RX-8水素ロータリーエンジン車リース販売開始

2006年5月
美祢自動車試験場開設

2007年3月
技術開発長期ビジョン「サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言」を発表

2007年7月
国内生産累計4,000万台達成

2007年9月
長安フォードマツダ汽車有限公司が南京車両工場竣工

2008年3月
Mazda2（日本名：マツダ デミオ）が2008世界カー・オブ・ザ・ 
イヤーを受賞

2008年11月
フォード社の持株比率を33.4%から13.8%へと変更

2009年3月
世界初のハイブリッドシステム搭載水素ロータリーエンジン車、マツダ
プレマシーハイドロジェンREハイブリッドのリース販売を開始

2009年7月
AAT（オートアライアンス・タイランド）の新乗用車工場完成

1990-

2000-

2005-

マツダブランドシンボル
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マツダは、ブランド戦略にもとづく特徴のある商品づくりを

しています。そこには、長年培われた商品づくりの考え方や

手法、技術が活かされています。今回より、お客様に“Zoom-

Zoom”なマツダの特徴ある商品をお届けするためのさまざ

まな活動を、「マツダらしさ」をテーマに、シリーズでご紹介

します。第1回はマツダのデザインです。

■ �躍動感あふれるデザイン

　マツダは、子供の頃に感じた動くことへの感動をブランド

メッセージ“Zoom-Zoom”で表現し、「心ときめくドライビン

グ体験」を全てのお客様にお届けしたいと考えています。「走

る歓び」と「優れた環境・安全性能」を、お客様の心を魅了する

「際立つデザイン」を通して、クルマの造形や色、機能性（使い

勝手の良さ）など、先進のデザインに込めて提供しています。

　特にキーとなるデザイン表現は、アスリートの肉体のように

ムダがなく、止まっていても動いているような「躍動感あふれ

るデザイン」です。マツダ車はすべて、このデザインを一貫し

て採用し、マツダらしさを表現しています。

■ �グローバルなデザイン活動
　マツダは、世界各国の市場特性とお客様のニーズを十分理解

してデザインすることが重要であると考えています。そのため

デザインの調査や開発機能を、主要市場である日本（横浜）、北

米（米国・カリフォルニア州）、欧州（ドイツ・フランクフルト）、

中国（上海）に置き、広島本社のデザインと各拠点が十分に連携

をとりながら、デザイン開発に取り組んでいます。

■ �際立つデザインへのこだわり
　デザインの最初

のステー ジでは、

まずプランナーや

エンジニアと連携

して、商品づくり

の狙い（＝コンセプト）を設定します。デザイナー自らが実際

にさまざまな車を運転し、使用シーンを体感することで、デ

ザイナーの感性と視点から車の狙いを明確にしていきます。

デザイン

—マツダらしさへのこだわり—

MAZDA DESIGN

「マツダ スピリット」 
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クルマには実現しなければならない数多くの要件があり、こ

れらを織り込んでコンセプトを造り上げていきます。

　次に、このコンセプトにもとづき、デザイナーが、より個

性的なデザインや機能のアイデアを発想し、スケッチを描き

ます。マツダのデザイナーは、車の性格やメッセージを一目

見てお客様に伝えるために、車のプロポーション（骨格）造り

を大切にしています。

　 そして、 モデ

ラーが、実際のク

ルマと同じ大きさ

のクレー モデル

（粘土で作った模

型）を製作します。

マツダのモデラー

は、デザイナーと一緒になって造形の創作やデザインの表情

づくりに深く関わり、デザイナーが意図した造形に生き生き

とした表情を吹き込んでいきます。さらに細部デザインの造

り込みや風の抵抗を少なくするための風洞実験を繰り返し行

い、デザインを熟成させていきます。

　最後に、関連部門の人たちと、巧く機能するための設計、

適切な価格で提供するための活動、高品質な仕上がりを実現

するための生産性の検討などを経て、最終デザインとして完

成していきます。

■ �創造的で洗練された高いデザイン力

　マツダデザインは、独創的で明快なデザインを生み出すデ

ザイン力、立体の形や表情をつくり出す造形力で、グローバル

に高い評価を得ています。

　例えば、2008年パリで開催された第23回「フェスティバ

ル・オートモービル・インターナショナル」でマツダデザイン

が「グランプリ・ドゥ・デザイン」賞を、またコンセプトカー「マ

ツダ流雅（りゅうが）」が、「ルイ・ヴィトン・クラシック・コン

セプト・アワード2007–2008」を受賞しています。これらは

自動車業界におけるデザイン力の優秀さをたたえるものです。

■ �スピリットが活きている新型 
「マツダ プレマシー」

　マツダのデザインにお

けるスピリット（考え方や

技術）は、新型マツダ プレ

マシー（海外名：Mazda5）

にも展開されています。

　大人 7 人がゆったり乗

れる快適なパッケージ（室内空間）、多彩なアレンジ機能

と使い勝手の良さを盛り込んだシートレイアウト、ダイ

ナミックで「止まっていても、動いているような」躍動感

あふれるデザイン、水や風の流れをイメージした表情豊

かな造形と高い空力性能の両立など、随所に「マツダらし

さ」が表現されています。
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主要商品ラインアップ

マツダのブランドメッセージ“Zoom-Zoom”を体現したマツダの主要商品ラインアップを紹介します。  

スタイル 駆動方式
エンジンタイプ

燃費（10・15モード）

乗車定員 価格（万円）*消費税込

（別途リサイクル料金が必要となります）

5ドアスポーツ
4ドアセダン

ステーションワゴン

FF 4WD

10.4-15.0km/L

5人

進化が止まらない。

2500

2000

海外市場での車種名:Mazda6

コンパクトカー
FF e-4WD

17.2-18.4km/L

5人

BY DESIGN コンパクトカーが知らなかった上質を

1500

軽自動車
FF 4WD

21.0-23.5km/L

4人

毎日の快適のために、走る喜びのために。マツダ AZ-ワゴン

660

660 ターボ

コンパクトカー
FF e-4WD

17.8-23.0km/L

5人

新しい人の、新しい生き方にこたえるために。環境コンパクト、マツダ デミオ

1300

1500

海外市場での車種名:Mazda2

5ドアスポーツ
4ドアセダン

FF 4WD

11.0-18.4km/L

5人

エコスポーツ マツダ アクセラ デビュー

1500

2300 DISI ターボ

適合グレードは車種により異なります。詳しくは、 
販売店にお問い合わせください。

海外市場での車種名:Mazda3

2000 DISI* 2000

* i-stop搭載モデル
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ミニバン
FF 4WD

10.6-13.6km/L

8人

なんでもできそう！ マツダ ビアンテ

2300

スポーツカー
FR

9.0-9.4km/L

4人

妥協なく、迷いなく、さらなる高みへ

13B-MSP
ロータリー

スタイル 駆動方式
エンジンタイプ

燃費（10・15モード）

乗車定員 価格（万円）*消費税込

（別途リサイクル料金が必要となります）

ミニバン
FF 4WD*3

発売日以降の発表となります。

7人

2010年7月1日発売予定

海外市場での車種名:Mazda5

ミニバン
FF 4WD

9.4-12.2km/L

8人

もっとアグレッシブに、もっと上質に

2300

海外市場での車種名:Mazda8

SUV*
FF 4WD

9.1-9.3km/L

5人

スポーツカーの、先にあるもの

2300 DISI ターボ

*�スポーツユーティリティビークル

スポーツカー
FR

11.8-13.4km/L

2人

しあわせが、加速する。

2000

海外市場での車種名:Mazda MX-5 Miata /Mazda MX-5

20002000 DISI*2

2300 DISI ターボ

2000 DISI2000 DISI*

* i-stop搭載モデル（一部グレードを除く）

*1. 市販予定車、7月1日発売予定　*2. i-stop搭載モデル（一部グレードを除く）　*3. 8月上旬発売予定

*1
エコカー減税、エコカー補助金の適合に
ついては、発売日以降の発表となります。
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連結決算の概要

連結貸借対照表�
（単位：億円）　

	 当期末	 前期末 
	 平成22年3月31日現在	 平成21年3月31日現在

流動資産	 8,972	 7,267

　現金及び預金	 2,711	 1,814 

　受取手形及び売掛金	 1,725	 1,324

　有価証券	 947	 393

　たな卸資産	 2,109	 2,144

　繰延税金資産	 603	 680

　その他	 901	 939

　貸倒引当金	 △23	 △27

固定資産	 10,505	 10,743

　有形固定資産	 8,256	 8,774

　　建物及び構築物	 1,432	 1,520

　　機械装置及び運搬具	 1,815	 2,047

　　工具、器具及び備品	 180	 224

　　土地	 4,338	 4,413

　　リース資産	 293	 365

　　建設仮勘定	 195	 203

　　その他	 2	 3

　無形固定資産	 234	 271

　投資その他の資産	 2,016	 1,698

　　投資有価証券	 860	 739

　　長期貸付金	 58	 60

　　繰延税金資産	 882	 729

　　その他	 272	 229

　　貸倒引当金	 △43	 △43

　　投資損失引当金	 △13	 △16

資産合計	 19,478	 18,010

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。 

資産の部

	 当期末	 前期末 
	 平成22年3月31日現在	 平成21年3月31日現在

 

流動負債	 6,766	 6,166

　支払手形及び買掛金	 2,711	 1,765

　短期借入金	 808	 1,272

　1年内返済予定の長期借入金	 703	 443

　1年内償還予定の社債	 1	 —

　リース債務	 146	 174

　未払金	 178	 169

　未払費用	 1,533	 1,586

　製品保証引当金	 369	 380

　その他	 316	 377

固定負債	 7,614	 7,697

　社債	 959	 950

　長期借入金	 4,291	 4,297

　リース債務	 313	 399

　再評価に係る繰延税金負債	 937	 937

　退職給付引当金	 846	 909

　その他	 268	 205

負債合計	 14,380	 13,863

株主資本	 4,348	 3,477

　資本金	 1,865	 1,501

　資本剰余金	 1,702	 1,338

　利益剰余金	 803	 869

　自己株式	 △22	 △230

評価・換算差額等	 731	 654

新株予約権	 4	 3

少数株主持分	 15	 13

純資産合計	 5,098	 4,147

負債純資産合計	 19,478	 18,010

負債の部

純資産の部
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連結損益計算書�
（単位：億円）

連結キャッシュ・フロー計算書�
（単位：億円）

	 当期	 前期 
	 平成21年4月  1日から	 平成20年4月  1日から
	 平成22年3月31日まで	 平成21年3月31日まで

売上高	 21,639	 25,359

売上原価	 17,107	 20,219

　売上総利益	 4,533	 5,141

販売費及び一般管理費	 4,438	 5,424

　営業利益（△損失）	 95	 △284

営業外収益	 159	 376

営業外費用	 207	 279

　経常利益（△損失）	 46	 △187

特別利益	 12	 9

特別損失	 131	 336

　税金等調整前当期純損失（△）	 △73	 △513

　法人税等	 △10	 206

　少数株主利益（△損失）	 2	 △5

　当期純損失（△）	 △65	 △715

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。

	 当期	 前期 
	 平成21年4月  1日から	 平成20年4月  1日から
	 平成22年3月31日まで	 平成21年3月31日まで

営業活動による 
キャッシュ・フロー	 1,116	 △674

投資活動による 
キャッシュ・フロー	 △443	 △618

財務活動による 
キャッシュ・フロー	 610	 1,370

現金及び現金同等物に 
係る換算差額	 △28	 △164

現金及び現金同等物の 
増加額（△減少額）	 1,256	 △86

現金及び現金同等物の 
期首残高	 2,207	 2,239

新規連結に伴う現金及び 
現金同等物の増加額	 —	 54

現金及び現金同等物の 
期末残高	 3,463	 2,207

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。 

連結株主資本等変動計算書  当期（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）�
（単位：億円）

株主資本
評価・換算差額等 新株予約権 少数株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成21年3月31日残高 1,501 1,338 869 △230 3,477 654 3 13 4,147
連結会計年度中の変動額
　新株の発行 364 364 729 729
　当期純損失（△） △65 △65 △65
　自己株式の取得 0 0 0
　自己株式の処分 208 208 208
　土地再評価差額金の取崩 △1 △1 △1
　株主資本以外の項目の連結会計年度中の変動額（純額） 77 1 2 80
連結会計年度中の変動額合計 364 364 △66 208 871 77 1 2 951
平成22年3月31日残高 1,865 1,702 803 △22 4,348 731 4 15 5,098

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。
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損益計算書�
（単位：億円）

貸借対照表�
（単位：億円）

	 当期末	 前期末 
	 平成22年3月31日現在	 平成21年3月31日現在

 

流動資産	 7,189	 4,132
固定資産	 10,552	 11,100
　有形固定資産	 6,211	 6,629
　無形固定資産	 158	 183
　投資その他の資産	 4,182	 4,288
資産合計	 17,742	 15,232

流動負債	 5,325	 3,490
固定負債	 7,125	 7,220
負債合計	 12,449	 10,710

株主資本	 3,940	 3,169
　資本金	 1,865	 1,501
　資本剰余金	 1,702	 1,338
　利益剰余金	 395	 561
　自己株式	 △22	 △230 
評価・換算差額等	 1,348	 1,349
新株予約権	 4	 3
純資産合計	 5,292	 4,522
負債純資産合計	 17,742	 15,232

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。

	 当期	 前期 
	 平成21年4月  1日から	 平成20年4月  1日から
	 平成22年3月31日まで	 平成21年3月31日まで

売上高	 16,515	 18,208

売上原価	 14,062	 16,579

　売上総利益	 2,453	 1,629

販売費及び一般管理費	 2,379	 2,609

　営業利益（△損失）	 74	 △979

営業外収益	 194	 517

営業外費用	 199	 112

　経常利益（△損失）	 69	 △575

特別利益	 10	 1

特別損失	 337	 397

　税引前当期純損失（△）	 △259	 △971

　当期純損失（△）	 △165	 △718

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。

株主資本等変動計算書  当期（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）�
（単位：億円）

株主資本

評価・換算差額等 新株予約権 純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本合計

資本準備金 その他資本 
剰余金

その他利益 
剰余金

平成21年3月31日残高 1,501 600 738 561 △230 3,169 1,349 3 4,522
事業年度中の変動額
　新株の発行 364 364 729 729
　土地再評価差額金の取崩 △1 △1 △1
　当期純損失（△） △165 △165 △165
　自己株式の取得 0 0 0
　自己株式の処分 0 208 208 208
　株主資本以外の項目の当事業年度中の変動額（純額） △1 1 0
事業年度中の変動額合計 364 364 0 △166 208 770 △1 1 770
平成22年3月31日残高 1,865 964 738 395 △22 3,940 1,348 4 5,292

* 記載金額は億円未満の端数を四捨五入しています。

単独決算の概要

資産の部

負債の部

純資産の部
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株式の状況 （平成22年3月31日現在）

株価
（単位 :円 )

売買高
（単位 :百万株 )

証券会社
1.6% 
28,744千株

外国法人等 
41.8% 
744,060千株

金融機関 
31.6% 
562,916千株

個人・その他 
14.9% 
265,103千株

その他の法人
10.1% 
179,534千株

政府・地方公共団体
0.0% 
21千株

発行可能株式総数	 3,000,000,000株 
発行済株式総数	 1,780,377,399株 
株主数	 79,444名 

(前期末比13,310名増加) 

所有者別状況 

株価および売買高の推移(東京証券取引所)

大株主

株主名	 持株数（千株）	 持株比率（%）

フォード モーター カンパニー	 195,493	 11.0

ザ チェース マンハッタン バンク 385036	 89,738	 5.1

日本トラスティ・サービス 
信託銀行株式会社（信託口）	 86,867	 4.9

日本マスタートラスト 
信託銀行株式会社(信託口)	 71,755	 4.1

株式会社三井住友銀行	 51,824	 2.9

三井住友海上火災保険株式会社	 46,683	 2.6

東京海上日動火災保険株式会社	 40,410	 2.3

日本生命保険相互会社	 29,753	 1.7

株式会社損害保険ジャパン	 27,210	 1.5

ノーザン トラスト カンパニー 
エイブイエフシー リ フィデリティ ファンズ	 25,623	 1.4

（注）	持株比率は自己株式10,131,155株を控除して計算しています。
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会社概要／株主メモ

会社概要 （平成22年3月31日現在）

商号	 マツダ株式会社

設立	 大正9年1月30日

資本金	 186,499,736,762円

従業員数	 21,101名

主要な事業内容	 乗用車・トラックの製造、販売等

本社	 〒730-8670

	 広島県安芸郡府中町新地3番1号

	 電話（082）282-1111

東京本社	 〒100-0011

	 東京都千代田区内幸町1丁目1番7号

	 電話（03）3508-5031

大阪支社	 〒531-6008

	 大阪市北区大淀中1丁目1番88-800号

	 電話（06）6440-5811

ホームページURL	 http://www.mazda.co.jp/

取締役および監査役 （平成22年6月24日現在）

代表取締役	 山内 孝

代表取締役	 山木 勝治

代表取締役	 尾崎 清

代表取締役	 トーマス・エイ・エイチ・ピクストン

取締役	 金井 誠太

取締役	 若山 正純

取締役	 原田 裕司

取締役	 丸本 明

取締役	 小飼 雅道

監査役（常勤）	 山本 順一

監査役（常勤）	 見立 和幸

監査役	 坂井 一郎

監査役	 赤岡 功

監査役	 平澤 正英

株主メモ
事業年度	 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会	 毎年6月

配当金受領株主確定日	 毎年3月31日

中間配当金受領株主確定日	 毎年9月30日

基準日	 毎年3月31日

	� （定時株主総会において権利を行使 

すべき株主の確定日）

	� そのほか必要がある場合は、あらかじめ

公告します。

公告掲載新聞	 中国新聞および日本経済新聞に掲載 
	 します。

株主名簿管理人	 住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所	 大阪市中央区北浜4丁目5番33号 

	 住友信託銀行株式会社 証券代行部

・ 郵便物送付先	 〒183-8701　東京都府中市日鋼町1番10 

	 住友信託銀行株式会社 証券代行部

・ 電話お問合せ先	 7® 0120-176-417

・ ホームページURL	 http://www.sumitomotrust.co.jp/ 

	 STA/retail/service/daiko/index.html

単元株式数	 1,000株

証券コード	 7261
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株主のみなさまへのお知らせ

「マツダ環境技術フォーラム2010」を開催しました 

　2010年2月、「環境技術フォーラム2010」をマツダ

R&Dセンター横浜で開催しました。フォーラムでは、

マツダのCSRや環境技術に関する講演、アイドリングス

トップシステム「i-stop」搭載車の試乗および水素ロータ

リーエンジン車への同乗走行などを通して、マツダの環

境技術へのご理解を深めていただきました。また、ご参

加いただいた株主さまからは多くの貴重なご意見を伺う

ことができました。

「株主さま工場見学会」を実施しました 

　2010年3月、毎回ご好評をいただき、アンケートでも

多くのご要望がありました「株主さま工場見学会」を開催

し、全国各地から多くの株主さまにご参加いただきまし

た。今回は広島県のマツダ本社工場をご見学いただき、さ

まざまな工夫により効率化と高品質を追求したマツダ独

自の生産ラインをご覧いただきました。マツダミュージ

アムでは、当社の歴史を振り返るヒストリックカーの展示

や、次世代のクルマ社会を提案する未来展示コーナーなど

をご覧いただき、その後、株主さまから、多くのご質問・

ご意見や今後のマツダへのご声援をいただきました。

株主のみなさまへアンケートのお願い 

　アンケート調査にご協力をお願いいたします。「株主通信」の製作やIR活動全般、そのほかマツダについて株主さま

からの率直なご意見をお待ちしています。お手数ですが添付のアンケートはがきにご記入の上郵送いただきますよう

お願い申しあげます。（ご回答期限：2010年7月末まで）

　ご回答いただいた株主さまの中から抽選で100名様に粗品をお送りいたします。
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